
＜指標＞

単位 R1 Ｒ2 Ｒ3 R4 Ｒ6

目標 470 470 470 470

実績 473 331 436 282

達成率 ％ 70.4% 92.8% 60.0%

目標 7 7 7 7

実績 7 7 7 7

達成率 ％ 100.0% 100.0% 100.0%

目標 100 100 100 100

実績 98 0 15 15

達成率 ％ 0 15.0% 15.0%

目標 64 64 64 64

実績 69 64 64 64

達成率 ％ 100.0% 100.0% 100.0%

目標

実績

達成率 ％

目標

実績

達成率 ％

目標

実績

達成率 ％

＜市民意識調査結果＞

＜次年度以降の課題＞

R5

臼杵市 施策評価シート 評価
担当者

課名 氏名 内線

文化・文化財課 神田　高士 ３１２０
（令和4年度）

コード Ⅴ-15-32 施策名 市民の文化・芸術活動の活性化及び伝承

施策の方針 文化を守り伝承する

山内流入所者の数
夏休み中に開催される山内流
游泳所への入所者数

人
100

まちづくり
の方針

磨き輝き続ける市民がつながり、臼杵っこが育つまち（学び）

５年後の
めざす姿

「国宝・特別史跡臼杵磨崖仏」や「国史跡下藤キリシタン墓地」などの文化財と、これらが伝える臼杵の歴史や文化・風土を、住みよいまちづくり
の実現や観光や産業の振興のために有効活用できるよう、保存と継承を行います。そのために観光協会が取り組む「仏教遺産」と「キリシタン
文化遺産」をつなげる『祈りの回廊』事業とタイアップし、情報発信・観光振興の支援、臼杵の将来を担う子どもたちが、臼杵の文化や歴史と出
会い・ふれ合える学習環境の充実を図り、人材育成を行います。

施策の内容

・伝統芸能含む無形文化財の保存と伝承を推進します。
・臼杵の歴史・文化を広く市民へ継承するため臼杵市歴史資料館や文化財管理センターを活用します。
・文化活動拠点としての市民会館の利用を促進します。
・文化・芸術活動を行う団体や市民の育成や支援を行います。
・歴史文化を通した市町村間の連携し、情報発信と地域の活性化を図ります。

新規
指標 指標名 説明・算式・引用

実績の推移

伝統芸能の数
伝統芸能の数の維持(県・市指
定無形民俗文化財)

団体
7

市民会館全体の利用申請件数 市民会館利用者延べ件数
件

470

文化活動団体の数
文化連盟及び吉四六の里文化
推進協議会への加入団体数

団体
64

指標の分析

・市民会館では、新型コロナウィルス感染症拡大防止対策による行事等の開催制限で中止となったものがあり、利用件数が減少しました。ま
た、9月には台風被害により約1か月の、1月からは空調設備工事のため約9か月の休館となり、使用申請は少なくなっています
・コロナ禍の中ではありましたが、観光交流プラザで感染拡大予防対策を行い、市所蔵美術品の熊井惇展を実施しました。
・令和4年度の山内流遊泳所は、コロナ禍の為、対象者を小学校５年生以上で泳げる子どもに限定し（１５人）、県立海洋科学高校プールで実
施しました。

市民意識調査
結果

（R4調査）

領域名 必要度 満足度

検討領域 2.39 2.03

令和４年度実施のアンケート結果では、「必要度」「満足度」と
もに低く、「検討領域」に位置しており、施策や事業の内容に
ついて再考の余地があります。

市民意識調査
結果分析

「検討領域」に位置しており、芸術文化に対する意識の高揚
のため啓発について検討する必要があります。
伝統文化に対する関心や興味が薄れている背景に、民俗芸
能伝承団体の後継者不足による公開の機会の減少、地域コ
ミュニティの維持が困難になったことによる地域の神社での
祭礼の規模が小さくなっていることがあげられ、保存活用地
域計画でこの対策を講じます

令和5年度以降
の課題

・市民会館を芸術文化の拠点施設として事業展開を進めるために、運営を含めた形での業務体制の見直しや検討を行ってい
く必要があります。
・歴史資料館については、魅力ある企画展示に取り組み、来館者の増加を図るとともに調べ学習などの機能も視野に入れた
仕組みづくりの検討が必要です。
・山内流游泳所は、児童数が減少する中ではありますが体験学習等を行い、「日本泳法 山内流」の継承を引き続き推進してい
くことが必要です。

＜施策を構成する主な事務事業一覧表＞

R３年度
実績

R４年度
実績

令和５年
度年度
見込み

1
文化・
文化財課

○ 24,271 17,997 17,075 重点継続 ○

2
文化・
文化財課

○ 45,222 239,179 332,215 継続 ○

3
文化・
文化財課

○ 16,626 18,293 20,179 重点継続 ○

4
社会教育
課

○ 1,548 3,575 3,644 重点継続

5

6

7

8

9

10

87,667 279,044 373,113 

＜施策の今後の展開　～担当課長評価＞

＜施策の今後の展開　～内部評価（内部検討会）＞ ※以降の評価は、令和３年度～令和５年度の３カ年に分けて実施予定。

<臼杵市行財政活性化推進委員会による外部評価：最終>

<臼杵市行財政活性化推進委員会を受けての市の取組>

市民会館運営事業
自主文化事業の充実及び貸館事業の積
極的な実施を行います

事務事業名 事業内容

担当課
※実施し
た課を記

入

課の
重点

※運営計画
記載

事業費（単位：千円）
課長
評価

公
共
５
ヵ
年

他の
関連施策

コード

市民会館管理事業
設備等の保守点検や改修工事等による
施設の維持管理を行います

臼杵市歴史資料館運営
事業

市所蔵の古文書・絵図など歴史資料の展
示公開及び活用に取り組みます

山内流游泳所事業
夏季に游泳所を開設し主に小学生を対象
にした泳法の指導を行います

合計

進捗状況 ・市民会館を芸術文化の拠点施設として活用しやすい利用時間の設定や文化活動における人材育成の支援について見
直しや検討をしていく必要があります。
・歴史資料館については、魅力ある企画展示に取り組み、来館者の増加を図るとともに調べ学習などの機能も視野に入
れた仕組みづくりの検討が必要です。
・山内流の伝統継承を目的とした持続可能な遊泳所の開所を模索します。

課長評価

順調
目標を達するため、

現状維持とする

維持
新型コロナウイルス感染症の影響等もあるが、伝統文化の継承を図るため、実施方法に工夫しながら取り組みを維持し、
指標の達成に取り組んでほしい。

伝統文化や市民の文化活動を、今後積極的に継承・振興していくため、文化活動の継承者や実施者と連携を密にしながら、伝統芸能に触れる機会を増やし、
関係する人を増やすことで、指標の達成に向けて取り組みます。

実施年度
新型コロナウイルス感染症の影響が、徐々に少なくなると考えられるため、これまで通りの取り組みを進め、市民会館の
利用促進を図ります。また、山内流遊泳所を含む、地域の伝統芸能の継承は、地域づくりの大切な要素であるため、イベ
ントなどを利用して、伝統芸能に触れる機会を増やし、関係する人の増加に取り組みます。

内部評価

令和５年度
実施予定

目標を達するため、
現状維持とする

外部評価 評価のコメント

1.70

1.80

1.90

2.00

2.10

2.20

2.30

2.30 2.40 2.50 2.60 2.70 2.80

向上領域

強化領域検討領域

見直し領域

満足度

必要度

2.03

2.54


